
  

 

人権と差別 
                                                          胎内市立黒川中学校  令和４年度  

 

 

 

冷静と情熱のあいだ 
                                                               校長  村田 健 

 

黒川中学校では、今年度最初の定期テストが終わりました。２・３年生は昨年の経験を生かし、

テストに備えたことでしょう。１年生にとっては、初めての定期テストでしたので、不安や緊張

があったことでしょう。生徒の皆さん、結果はどうだったでしょうか。学習の成果は発揮できま

したか？定期テストが終わるといよいよ下越地区大会です。ここ数年、部活動の地域展開が進み、

中体連主催の大会はクラブチームからの参加が増えてきました。参加形態はどうあれ、チームメ

イトと練習に取り組み、今まで打ち込んできた競技を楽しみましょう。そして活動の集大成が、

これから始まる地区大会です。ここから全国大会へつながる最初の一歩です。ぜひ、悔いのない

日々の練習、そして大会にしてください。 

そこで少し、感情について最近感じていることを書きますが、これからの試合の時、また普段

の学校生活に役に立てたらと思います。 

私自身、以前は自分の感情について、気にも留めず生活をしていました。しかし、最近「冷静」

と「情熱」という感情は、相反する関係ですが、両者のバランスがとても大切だと感じています。

生まれたばかりの赤ちゃんには「興奮」という状態があるだけで、その後「快」「不快」に分化

し、徐々に複雑化されるといわれています。成長を重ね、感情が複雑化されることで豊かな表現

力となり、それがその人の魅力だったり、コミュニケーション力だったりします。感情が広がっ

ていくと逆に、それをコントロールする力も必要となります。怒りの感情と上手に付き合うため

のトレーニングとして、アンガーマネジメントがあります。自分の感情を表に出した方が良い場

合と出さない方が良い場合があります。情報を正しく伝えなくてはいけない場面で感情が入る

と、受け取る側は認識や判断が無意識に操作され、操作者の意図した方向へ誘導されやすくなる

と言われます。いわゆる「プロパガンダ」や「バイアスがかかった」状態です。 

自分は他者に正しい情報を伝えているだろうか。また、相手からの情報を正しく受け取ってい

るだろうか。と思うようになりました。物事を見たり、聞いたりするときは、常に冷静な気持ち

と判断力をもつこと。そして、情熱をもって取り組むことが必要です。「考えなし」の言葉や「や

けくそ」で行ったことが、時には「吉」と出ることがあります。しかし、その一言が「誤解」を

招いたり、「真の実力」と勘違いしたりします。 

これから地区大会、県大会に出場する選手の皆さん、練習では苦しくても最後までやり抜くた

めに、チームメイトを鼓舞するための情熱的な声かけと、戦術を理解するための冷静な判断が必

要です。そして試合では、勝利への熱い気持ちと冷静なプレーで一戦一戦臨んでください。映画

のタイトルではありませんが、冷静と情熱のあいだで感情をコントロールしましょう。 

 

先月お配りしました「学校だより 第１号」に記載まちがいがありました。下記のとおり訂正するとともにお詫

び申し上げます。 

訂正箇所 ４月 PTA総会の欄内 

 【訂正前】 水澤久美子会長から水澤久美子新会長へと引き継がれました。 

 【訂正後】 伊藤優子会長から水澤久美子新会長へと引き継がれました。 

胎内市立黒川中学校  令和４年度 第 号
 

令和４年 11月 日発行 ℡ 0254-47-2425
 

黒川中だより 

第 ２ 号    令和８年５月 29 日発行     ℡ 0254-47-2425 
 

教育目標 「自ら学び 鍛え合おう  心豊かに たくましく」 
目指す生徒像 「ふるさとを愛し、正しい心をもち、主体的に行動する生徒」 

https://tainai-kurokawa-jhs.edumap.jp/ 



「郷土の自然、施設に接することによって、郷土を愛する心を養う」ことをねらいの１つとし

て活動しました。午前中は、６班に分かれて遊具周辺や動物の生活圏の清掃等、園内各所の整美

活動に取り組みました。午後からは園の説明を聞いたり、施設見学をしたりしました。生徒は熱

心に奉仕活動に参加し、地域の良さを実感するとともに達成感を味わうことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「県都・新潟市のまちづくり、上級学校や企業・施設の訪問・見学、事後発表等による情報収

集、分析、検討する活動をとおして、故郷・黒川の地域活性化にどのように取り組むべきかを考

える機会とすること、また、自分の将来の生き方について考えを深めること」をねらいとして活

動しました。今年度は、テーマを上級学校訪問と県都の街並み・施設の調査とし、上級学校の選

択から施設訪問・見学を行い、自己のキャリア形成と新潟市のまちづくりについて調査活動を行

ってきました。当日は公共交通機関を利用して移動したり公共のルールやマナーを守って活動し

たりしたことで、２月の修学旅行への事前学習としても繋がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕が担当したエゾシカの石を集める仕事で

は、石を集めるのは地道な作業だと思ってい

たけど、エゾシカの足を守る大切な仕事で、や

りがいのある仕事だと思いました。そして、意

外と力を使うので大変だったけど、楽しかっ

たです。また、行けるときがあれば、樽ヶ橋遊

園で教えていただいたことを考えながら、動

物を見たいと思いました。              

（近藤 司さん） 

なぜ勉強をするのかとても疑問に思っていまし

た。勉強の目的は、勉強して可能性を開花させるチャ

ンスを与えるため、という話を聞いた瞬間、勉強は大

変だけど将来のことを考えたらもっと勉強を頑張ろ

う！と思いました。なぜ勉強するのかについて話を

聞き、選択肢を広げるためと聞いて「確かに」と思い、

自分の将来を考えた時にたくさん選択肢があったら

いいなと思いました。だから、今は辛いかもしれない

けれど、頑張ろうという気持ちになりました。 

              （蟹井 結愛さん） 

一日、樽ヶ橋遊園でいろいろな体験をさせてもらって、

飼育員の方々と同じ視点に立ててうれしかったです。園長

さんの話を聞いて、動物の命を大切にして、責任をもって

最後まで飼育されていることがわかりました。猿や熊が脱

走しないよう工夫していたり、動物一匹一匹に名前を付け

ていたり、様々な工夫をされていると知って、すごいと思

いました。特に印象に残っているのは、鳥の話です。元々、

鳥は 30 羽いたということや烏骨鶏の骨は黒色というこ

とを知ってびっくりしました。教わったことを踏まえて、

また樽ヶ橋遊園に行ってみたいです。 （佐藤 心美さん） 

貴重な体験、見学とお話をたくさんしてくださっ

てとてもわかりやすかったです。専門学校の学生さ

んがコンテスト実績をたくさん残していることを知

り、すごいなと思いました。国際試験や、資格に力

を入れている点が魅力的だと感じました。見学中も

優しく説明してくださったり、授業中の学生も優し

くしてくださったりと、とても嬉しかったです。学

生の夢を全力でサポートしてくれる先生がいて、施

設があっていい学校だと思いました。 

             （松村 莉奈さん） 

 



 ６月５日(金)を皮切りに、いよいよ下越地区総合体育大会が幕を開けます。黒川中からは、地域

クラブからの出場を含め、総勢 41名の生徒が参加します。それぞれの代表者から地区大会への抱

負を語ってもらいました。選手の皆さんの健闘を期待します。 

５月 11日（月）黒川小学校で小中合同のあいさつ運動が行われました。中学校からは生徒会本

部の生徒と生活委員長、小学校からは企画委員の児童の皆さんが参加しました。晴天の下、胎内

市あいさつキャラバン隊の皆さんやＣＳ委員など、多くの地域の皆さんとともに、気持ちの良い

あいさつを交わすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一緒に参加した地域の皆さんからのメッセージ】 

〇元気な子どもたちが多く、明るい感じがしました。 

〇相手を見てあいさつすることに、若干恥ずかしさを感じている様子が見られました。 

〇中学生が、とても気持ちの良いあいさつをしている姿を、小学生に見せてくれていたので、

この輪が広がっていくことが楽しみになりました。 

 頼もしい！中学生。 早朝から大変お疲れ様でした。 

【野球部】部長 高橋 寿太朗さん 

自分は 1 年間キャプテンとしてやってきたし、地区

大会で負けるわけにはいかないので、全員野球で一

つ一つ勝っていきます。 

6/6五十公野公園野球場 

【卓球部】部長 織田 萌々果さん 

3 年間、ずっと一緒だった仲間と共に最後の大会を

全力で楽しみ、全力で勝ちにいきます。 

6/9新発田市カルチャーセンター 

【男子ソフトテニス部】部長 榎本 航さん 

今までソフトテニスに使ってきた時間を無駄にしな

いように、全部出し切り県大会出場を果たす。 

【女子ソフトテニス部】部長 小柳 心々奈さん 

今まで頑張ってきた分を、下越大会で発揮できるよ

うに、最後まで手を抜かず練習したいです。 

6/5胎内市国際交流公園テニスコート 

【陸上競技部】 近 陽色さん 

100ｍ、200ｍで自己新記録を出したいです。特に

100ｍは12秒台を出したいです。 

【陸上競技（地域クラブ）】 松村 莉奈さん 

自己ベストの更新を目標とします。そのために、日頃

の練習から目標を意識して取り組み、一つ一つ自分

を向上させていきたいです。 

6/10,11新発田市五十公野公園陸上競技場 

【水泳部】 錦織 粋さん 

地区大会では、自己ベスト更新を目指し、最後の一掻

きまで全力で泳ぎきれるように頑張ります！！ 

6/14,15新潟市西海岸公園プール 

【剣道（地域クラブ）】 松本 珠怜さん 

地区大会では、今まで練習してきたことを発揮して、

メンバーと共に優勝できるように頑張ります。 

6/19,20サンビレッジしばた 

【ソフトテニス（地域クラブ）】 中野 大誠さん 

目標は優勝で、決勝で勝てるよう体づくりを頑張り

ます。今年は北信越に行けるようにしたいです。 

 

【ソフトテニス（地域クラブ）】 中川 奈南さん 

中学生で初めての大会なので、練習で積み上げてき

た成果を発揮して、ベスト４を目指して頑張ります。 

6/14,15新潟市庭球場 

【バレーボール（地域クラブ）】 榎本 美織さん 

試合に出ているメンバーが実力を発揮できるよう

に、自分からしっかりサポートや応援ができるよう

にがんばりたいです。  

6/19,20さくらアリーナ 

【陸上競技部】 近 陽色さん 

100ｍ、200ｍで自己新記録を出したいです。特に

100ｍは12秒台を出したいです。 

【ソフトテニス（地域クラブ）】 中野 大誠さん 

目標は優勝で、決勝で勝てるよう体づくりを頑張り

ます。今年は北信越に行けるようにしたいです。 

6/3三条燕総合グラウンド 



＜ソフトテニス＞ 
 〇春季市民ソフトテニス大会 

  男子個人 第１位 榎本 航さん ・本間 樹さんペア   

男子個人 第３位 諏訪 創軌さん・緒形 吏喜さんペア  

  女子個人 第２位 髙橋 凛音さん・髙橋 このんさんペア 

 〇春季燕オープンソフトテニス大会 

  男子個人 優勝  中野 大誠さん（黒川中）・岩見 燈さんペア（燕スポ少） 

『  希
き

 笑
しょう

 力
りょく

 』

生徒総会が５月 21日（木）に行われました。総会で

は今年度の活動方針の説明や、生徒同士の活発な意見

交換が行われました。今年度の生徒会基本方針やスロ

ーガン、本部・専門委員会・部活動の目標や活動計画、

予算案等が承認されました。 

このスローガンには「全校生徒一人ひとりが持つ力 

を合わせて、何事にも協力して取り組み、一緒に行動 

する中で全校全体が笑顔で溢れ、希望を持って生活できる学校を全校生徒が団結してつくる。」と

いう願いがこめられています。 

 【生徒会が目指す学校の具体像】 

◎個性を認め合い、思いやりをもって接し合える学校 

   ◎正しく判断し、行動できる学校 

   ◎日々の生活を最高の思い出にできる学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒中生の活躍 

６月の予定 ※ 部活終了 17：45 完全下校 18：00 

 １日（月）衣替え完全実施日 

 ２日（火）専門委員会 

３日（水）下越地区大会激励会（保護者参観） 

フッ化物洗口、基礎学力テスト数学 

 ５日（金）下越地区総体（１日目ソフトテニス） 

６日（土）下越地区総体（１日目軟式野球） 

９日（火）下越地区総体（１日目卓球） 

110日（水）下越地区陸上大会（～11日） 

フッ化物洗口、基礎学力テスト英語 

114日（日）下越地区水泳大会（～15日） 

115日（月）諸経費振替日  

117日（水）耳鼻科検診、フッ化物洗口 

      専門委員会、基礎学力テスト社会 

119日（金）下越地区総体（２日目）給食なし 

120日（土）下越地区総体（３日目） 

122日（月）小中合同ＣＳ会議 

124日（水）フッ化物洗口、基礎学力テスト理科 

125日（木）全校朝会、ＰＴＡ三役会 

【議案書で説明を確認する生徒】   【ボランティア委員長の説明】    【質問する1年生】 

【Ｒ８生徒会本部】 


